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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】蛍光ランプ電子安定器からだけでなく、電力電
源から直接電力を供給可能な、ヂュアルモード動作を有
するＬＥＤランプを提供する。
【解決手段】ＬＥＤランプの中の第１回路１１０は、蛍
光ランプ器具においてランプの第１の端にある第１と第
２の電力コネクタ・ピン１０４、１０６が電源電力の供
給を受けるときに、ＬＥＤに電力供給を行う第１モード
で動作する。第２回路１４０は、ランプの第２の端にお
いて第２の電力コネクタ・ピンと第３の電力コネクタ・
ピン１２４が蛍光ランプ器具の中の電子安定器から電力
供給を受けるときに、ＬＥＤに電力供給を行う第２モー
ドで動作する。第１と第２の伝導制御手段３５０、３７
０により、第２モードでの動作を容易にする。
【選択図】図５
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電源電力、または、安定器周波数でＡＣ電力を供給する電子安定器からの電力、のいず
れかを供給するように配線された蛍光ランプ器具からのデュアルモード動作を有するＬＥ
Ｄランプであって、
　ａ）第１および第２の端を有する細長いハウジングと、
　ｂ）第１および第２の電力ピンが提供された前記細長いハウジングの第１の端と、
　ｃ）第３の電力ピンが提供された前記細長いハウジングの第２の端と、
　ｄ）第１モードで電力供給されるためのものでありかつ前記細長いハウジングの長さ方
向に沿って外側に光を提供する少なくとも１つのＬＥＤに、主要電力を提供するように意
図された第１回路であって、前記第１モードは、前記ＬＥＤランプが、前記第１および第
２の電力ピンを収容しかつ前記安定器周波数よりもはるかに低い電源周波数で電力を供給
する電力電源に直接接続された電力接続部、を有する蛍光ランプ器具の中に挿入された場
合に生じ、第１モードで電力供給されるための前記少なくとも１つのＬＥＤへの電流を制
限する第１回路と、
　ｅ）第２モードで電力供給されるためのものでありかつ前記細長いハウジングの長さ方
向に沿って外側に光を提供する少なくとも１つのＬＥＤに、主要電力を提供するように意
図された第２回路であって、前記第２モードは、前記ＬＥＤランプが、対向ランプ端の前
記第２および第３の電力ピンを収容しかつ前記電子安定器から電力を受け取るために前記
電子安定器に接続された電気接続部、を有する蛍光ランプ器具の中に挿入された場合に生
じ、前記第２および第３の電力ピンから電力を受け取る整流器回路を含む第２回路と、
　ｆ）対向ランプ端の前記第２および第３の電力ピンが前記電子安定器に接続された場合
に前記第２モードで電力供給されるための前記少なくとも１つのＬＥＤに電力供給するこ
とを前記第２回路に可能にさせるために、前記第２の電力ピンと前記整流器回路との間に
直列に接続された第１の伝導制御手段と、
　ｇ）対向ランプ端の前記第２および第３の電力ピンが前記電子安定器に接続された場合
に前記第２モードで電力供給されるための前記少なくとも１つのＬＥＤに電力供給するこ
とを前記第２回路に可能にさせるために、前記第３の電力ピンと前記整流器回路との間に
直列に接続された第２の伝導制御手段と
　を備えるＬＥＤランプ。
【請求項２】
　ａ）第１モードで電力供給されるための前記少なくとも１つのＬＥＤと、第２モードで
電力供給されるための前記少なくとも１つのＬＥＤは、共通の少なくとも１つのＬＥＤを
有し、
　ｂ）前記第１の伝導制御手段は、前記第１回路の動作が電源周波数で電力を供給する電
力電源への前記第１および第２の電力ピンの直接接続によってイネーブルにされた場合に
、電源電力の干渉レベルが前記第２の電力ピンを介して前記第２回路に到達することを防
止し、電源電力の前記干渉レベルは、フリッカー型および連続型の偏移が、スタンドアロ
ンの前記第１回路から発生するであろう前記第１回路モードで電力供給されるための前記
少なくとも１つのＬＥＤの光の平均輝度強度と比較された場合、少なくとも１０パーセン
トの０．１Ｈｚ～２００Ｈｚの周波数レンジにおける前記第１モードで電力供給されるた
めの前記少なくとも１つのＬＥＤからの光の前記フリッカー型の偏移と、少なくとも１０
パーセントの前記第１モードで電力供給されるための前記少なくとも１つのＬＥＤからの
光の前記連続型の偏移と、によって定義される、
ことを特徴とする請求項１に記載のＬＥＤランプ。
【請求項３】
　ａ）第１モードで電力供給されるための前記少なくとも１つのＬＥＤと、第２モードで
電力供給されるための前記少なくとも１つのＬＥＤは、共通の少なくとも１つのＬＥＤを
有し、
　ｂ）前記第２の伝導制御手段は、前記第１回路の動作が電源周波数で電力を供給する電
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力電源への前記第１および第２の電力ピンの直接接続によってイネーブルにされた場合に
、電源電力の干渉レベルが前記第３の電力ピンを介して前記第２回路に到達することを防
止し、電源電力の前記干渉レベルは、フリッカー型および連続型の偏移が、スタンドアロ
ンの前記第１回路から発生するであろう前記第１回路モードで電力供給されるための前記
少なくとも１つのＬＥＤの光の平均輝度強度と比較された場合、少なくとも１０パーセン
トの０．１Ｈｚ～２００Ｈｚの周波数レンジにおける前記第１モードで電力供給されるた
めの前記少なくとも１つのＬＥＤからの光の前記フリッカー型の偏移と、少なくとも１０
パーセントの前記第１モードで電力供給されるための前記少なくとも１つのＬＥＤからの
光の前記連続型の偏移と、によって定義される、
ことを特徴とする請求項１に記載のＬＥＤランプ。
【請求項４】
　前記第１の伝導制御手段は、前記器具から電源電力を受け取る第１および第２の電力接
続部に関連づけられた前記ランプの対向端上の電力ピンのペアの第１および第２の電力ピ
ンを含む、以下の、
　ａ）前記電力ピンのペアの第１の電力ピンが前記第１の電力接続部の中に挿入され、電
力ピンが前記第２の電力接続部の中に挿入されない、
　ｂ）前記電力ピンのペアの前記第１の電力ピンが前記第２の電力接続部の中に挿入され
、電力ピンが前記第１の電力接続部の中に挿入されない、
　ｃ）前記電力ピンのペアの第２の電力ピンが前記第１の電力接続部の中に挿入され、電
力ピンが前記第２の電力接続部の中に挿入されない、
　ｄ）前記電力ピンのペアの前記第２の電力ピンが前記第２の電力接続部の中に挿入され
、電力ピンが前記第１の電力接続部の中に挿入されない、
　ｅ）前記電力ピンのペアの前記第１の電力ピンが前記第１の電力接続部の中に挿入され
、前記電力ピンのペアの前記第２の電力ピンが前記第２の電力接続部の中に挿入される、
および
　ｆ）前記電力ピンのペアの前記第２の電力ピンが前記第１の電力接続部の中に挿入され
、前記電力ピンのペアの前記第１の電力ピンが前記第２の電力接続部の中に挿入される
　状況の各々について、各々の露出した電力ピンと接地との間に直接接続された無誘導の
５００オームの抵抗器によって測定された場合に実効値で１０ミリアンペアを超える量の
前記電源周波数での電流伝導を防止するように、前記各々の露出した電力ピンのために、
構成される
ことを特徴とする請求項１に記載のＬＥＤランプ。
【請求項５】
前記変圧器が隔離型変圧器であることを特徴とする請求項５に記載のＬＥＤランプ。
【請求項６】
前記変圧器が自動変圧器であることを特徴とする請求項５に記載のＬＥＤランプ。
【請求項７】
前記第１及び第２の伝導制御手段は、選択した電力ピンとアース地面との間に、探針でも
って、直接接続された回路で計測したときの５０Ｈｚ及び６０ＨｚでのＲＭＳ（Root Mea
n Square）実効値が１０ミリアンペアを超える電流伝導を防止するように構成されており
、かつ、ＬＥＤランプの選択された電力ピンが第１及び第２の電力接続部に接続されると
きは、直列に接続された第１及び第２のコンポーネントを具備し、該第１のコンポーネン
トは、非誘導型１５００オーム抵抗と０．２２マイクロファラッドのキャパシタとが並列
に接続されたものから構成され、該第２のコンポーネントは、非誘導型５００オーム抵抗
から構成されており、
かかる構成において、前記第１の電力接続部には、一定電圧又は電源電圧若しくは前記第
１回路に電力を供給するための電圧に適合するような電圧範囲に亘って変化する電圧によ
り電力供給を受けることを特徴とし、かかる特徴は以下のそれぞれの場合に実現されるこ
とを特徴とする請求項１に記載のＬＥＤランプ：
ａ）第１の電力ピンが第１の電力接続部に接続され、第２の電力ピンが第２の電力接続部
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に接続され、探針が第２の電力ピンに接続されている場合；
ｂ）第１の電力ピンが第１の電力接続部に接続され、第２の電力ピンが第２の電力接続部
に接続され、探針が第４の電力ピンに接続されている場合；
ｃ）第３の電力ピンが第１の電力接続部に接続され、第４の電力ピンが第２の電力接続部
に接続され、探針が第１の電力ピンに接続されている場合；
ｄ）第１の電力ピンが第１の電力接続部に接続され、第４の電力ピンが第２の電力接続部
に接続され、探針が第２の電力ピンに接続されている場合；
ｅ）第２の電力ピンが第１の電力接続部に接続され、第１の電力ピンが第２の電力接続部
に接続され、探針が第３の電力ピンに接続されている場合；
ｆ）第２の電力ピンが第１の電力接続部に接続され、第１の電力ピンが第２の電力接続部
に接続され、探針が第４の電力ピンに接続されている場合；
ｇ）第４の電力ピンが第１の電力接続部に接続され、第３の電力ピンが第２の電力接続部
に接続され、探針が第１の電力ピンに接続されている場合；及び
ｈ）第４の電力ピンが第１の電力接続部に接続され、第３の電力ピンが第２の電力接続部
に接続され、探針が第２の電力ピンに接続されている場合。
【請求項８】
前記第１及び第２の伝導制御手段は、前記予め定められたＲＭＳ実効値ミリアンペアの値
として、５の値を実現するように構成されている
ことを特徴とする請求項７に記載のＬＥＤランプ。
【請求項９】
　前記第１回路は能動回路であり、前記第２回路は受動回路である、請求項１に記載のＬ
ＥＤランプ。
【請求項１０】
　第１モードで電力供給されるための少なくとも１つのＬＥＤの数は、第２モードで電力
供給されるための前記少なくとも１つのＬＥＤの数よりも多い、請求項１に記載のＬＥＤ
ランプ。
【請求項１１】
　第２モードで電力供給されるための少なくとも１つのＬＥＤの数は、第１モードで電力
供給されるための前記少なくとも１つのＬＥＤの数よりも多い、請求項１に記載のＬＥＤ
ランプ。
【請求項１２】
　ａ）前記第１回路は、電源電力を受け取るための入力と第１モードで電力供給されるた
めの前記少なくとも１つのＬＥＤに調整された電力を提供する出力との間に位置している
隔離型変圧器を含み、
　ｂ）前記隔離型変圧器は、電源電力が、動作の前記第１モード中、前記第２回路を通り
抜け、前記第１回路に干渉することを防止する、
　請求項１に記載のＬＥＤランプ。
【請求項１３】
　ａ）前記第１および第２回路は、前記第１モードで電力供給されるための前記少なくと
も１つのＬＥＤと前記第２モードで電力供給されるための前記少なくとも１つのＬＥＤが
互いに分離するように構成され、
　ｂ）前記第２回路は、動作の前記第１モード中、前記第１モード中に電力供給されるた
めの前記少なくとも１つのＬＥＤに電力供給することを回避するように構成される、
　請求項１に記載のＬＥＤランプ。
【請求項１４】
ａ）第１モードで電力供給される前記少なくとも１つのＬＥＤと第２モードで電力供給さ
れる前記少なくとも１つのＬＥＤは全て共有されており、かつ、複数の一連のＬＥＤであ
ってその各々の一連のＬＥＤが少なくとも１つのＬＥＤを有することを特徴とする一連の
ＬＥＤを具備しており、
ｂ）前記複数のＬＥＤに繋がるＬＥＤ回路を有し、該ＬＥＤ回路は、第１ＬＥＤ回路ユニ
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ットであって、前記複数の一連のＬＥＤの少なくとも第１及び第２の一連のＬＥＤに繋が
ることを特徴とする第１ＬＥＤ回路ユニットを有し、
前記少なくとも第１及び第２の一連のＬＥＤの各々は、前記第１回路から電力供給を受け
ると、略同等の電圧が加わるように構成されており、
ｃ）前記第１ＬＥＤ回路ユニットは、前記第１回路により電力供給を受けたときには、前
記少なくとも第１及び第２の一連のＬＥＤが並列で動作して、略同等の電圧が加わるよう
に構成されており、
ｄ）前記第１ＬＥＤ回路ユニットは、更に、前記第２回路により電力供給を受けたときに
は、前記少なくとも第１及び第２の一連のＬＥＤが直列で動作して、前記第２回路により
前記少なくとも第１及び第２の一連のＬＥＤに加わる電圧が、前記少なくとも第１及び第
２の一連のＬＥＤの各々にそれぞれ加わる電圧の総計値に略等しくなるように構成されて
いる
ことを特徴とする請求項１に記載のＬＥＤランプ。
【請求項１５】
前記第１ＬＥＤ回路は、前記少なくとも第１及び第２の一連のＬＥＤが、前記第１回路か
ら電力供給を受けたときには並列で動作させることを可能にし、前記第２回路から電力供
給を受けたときには直列で動作させることを可能にするための電流方向制御ダイオード（
steering diode）を具備している
ことを特徴とする請求項１４に記載のＬＥＤランプ。
【請求項１６】
ａ）前記ＬＥＤ回路は、前記複数の一連のＬＥＤのうちの相互に異なる少なくとも第１及
び第２の一連のＬＥＤに繋がって、該相互に異なる少なくとも第１及び第２の一連のＬＥ
Ｄの各々は、前記第１回路から電力供給を受けたときに、略同等な電圧が加わるように構
成された第２ＬＥＤ回路ユニットを含み、
ｂ）前記第２ＬＥＤ回路ユニットは、前記第１回路から電力供給を受けたときには、前記
相互に異なる少なくとも第１及び第２の一連のＬＥＤが並列に動作して、その各々に略同
等な電圧が加わり、
ｃ）前記第２ＬＥＤ回路ユニットは、更に、前記第２回路から電力供給を受けたときには
、前記相互に異なる第１及び第２の一連のＬＥＤが直列に動作して、前記第２回路により
前記相互に異なる少なくとも第１及び第２の一連のＬＥＤにそれぞれ加わる電圧の総計値
に略等しくなるように構成されている
ことを特徴とする請求項１４に記載のＬＥＤランプ。
【請求項１７】
ａ）前記第１回路は、第１及び第２導体によりＬＥＤ回路に接続され、
ｂ）それぞれ対応する隔離手段が前記第１及び第２導体と直列に具備されており、前記第
１及び第２導体の少なくとも１つは、前記ＬＥＤが前記第２回路から電力供給を受けるよ
うに構成されたときに前記ＬＥＤ回路ユニットから来る単極電流（unipolar current）か
ら前記第１回路を隔離するためのものである
ことを特徴とする請求項１４又は１６のいずれかの請求項に記載のＬＥＤ回路。
【請求項１８】
前記それぞれの隔離手段は電界効果トランジスタを具備している
ことを特徴とする請求項１７に記載のＬＥＤ回路。
【請求項１９】
ａ）それぞれ対応する隔離手段が前記第１導体と直列に具備され、前記第１導体は、前記
ＬＥＤが前記第２回路から電力供給を受けるように構成されたときは、前記第１回路を、
前記ＬＥＤ回路ユニットから来る単極電流から隔離し、
ｂ）それぞれ対応する隔離手段が前記第２導体と直列に具備され、前記第２導体は、前記
ＬＥＤが前記第２回路から電力供給を受けるように構成されたときは、前記第１回路を、
前記ＬＥＤ回路ユニットから来る単極電流から隔離する
ことを特徴とする請求項１７に記載のＬＥＤ回路。
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【請求項２０】
前記隔離手段は電界効果トランジスタを具備する
ことを特徴とする請求項１７に記載のＬＥＤ回路。
【請求項２１】
前記それぞれ対応する隔離手段は電界効果トランジスタを具備する
ことを特徴とする請求項１９に記載のＬＥＤ回路。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明は、電源電力、または、蛍光ランプ器具に関連づけられた電子安定器からの電力、
のいずれかを供給するように配線された蛍光ランプ器具からのデュアルモード動作を有す
る、ＬＥＤランプに関する。
【背景技術】
【０００２】
１つの従来の細長いＬＥＤランプは、ＬＥＤランプに電源電力を直接供給するようにその
配線が再構成される既存の蛍光ランプ器具にレトロフィットされ得る。そのようなＬＥＤ
「レトロフィット」ランプでは、電力は典型的に、ランプの一端上の電力ピンのペアから
ランプに供給され、ランプの他端のコネクタピンのペアは、ランプに電力供給しないが、
ランプに機械的な支持を提供する。ランプの一端の電力ピンからランプに電力供給する上
記構成は、ランプ設置中に電源電流からランプ設置者への潜在的に生命にかかわる電気シ
ョックへの暴露を制限するという利点を有する。
【０００３】
２つ目の従来の細長いＬＥＤランプは、既存の蛍光ランプ器具の配線を再構成せずに、器
具の中に包含された蛍光ランプ電子安定器を使用するよう、器具にレトロフィットされ得
る。蛍光ランプを用いるケースにおけるように、ＬＥＤレトロフィットランプは、ランプ
の両端（即ち、対向端）の電力ピンから電力を得る。このタイプの代表的なＬＥＤレトロ
フィットランプが、Ｐａｒｋによる特許文献１に開示されている。特許文献１のＬＥＤラ
ンプは、蛍光ランプ器具に関連づけられた既存の蛍光ランプ安定器からのシングルモード
の動作を有する。特許文献１は、第２６～３０ページの第４カラムで、「ｃｏｎｔｒｏｌ
　ｔｈｅ　ｃａｐａｃｉｔａｎｃｅ　ｏｆ　ａ　ｓｅｒｉｅｓ　ｒｅｓｏｎａｎｔ　ｃｉ
ｒｃｕｉｔ　ｏｆ　ａ　ｆｌｕｏｒｅｓｃｅｎｔ　ｌａｍｐ　ｂａｌｌａｓｔ（参考訳：
蛍光ランプ安定器の直列共振回路のキャパシタンスを制御する）」ための同文献の図１に
おけるコンデンサＣ１１～Ｃ１４の使用を教示している。特許文献１は５０ＫＨｚの高周
波を有する蛍光ランプ安定器（第５８ページの第８カラムおよび第４ページの第１１カラ
ム）を教示しているので、コンデンサＣ１１～Ｃ１４は必然的に、５０Ｈｚまたは６０Ｈ
ｚの典型的な電源周波数の高インピーダンスを有する。したがって、コンデンサＣ１１～
Ｃ１４は、電力電源に直接配線された蛍光ランプ安定器の中にＬＥＤレトロフィットラン
プが誤って配置された場合に潜在的に生命にかかわる電気ショックの危険を防止するよう
に典型的な電源周波数に任意の電流を十分に減衰させる、という利点を提供する。
【０００４】
ランプの設計者は、蛍光ランプ器具に関連づけられた既存の蛍光ランプ安定器から、また
は、電力電源から直接、のいずれかのデュアルモード動作を有するＬＥＤレトロフィット
ランプを有することが所望されるであろうことを認識している。Ｃｈｕｎｇ　ｅｔ　ａｌ
．による特許文献２は、デュアルモード動作を有するＬＥＤランプを提供する。しかしな
がら、電力がＡＣ電源によって供給されても、または電力が既存の蛍光ランプ電子安定器
によって供給されても、単一のマスター回路（master circuit）がランプにおけるＬＥＤ
に電力供給するために使用される。この試みは、ＡＣ電源電力からのみ動作するＬＥＤラ
ンプまたは蛍光ランプ電子安定器によって供給される電力からのみ動作するＬＥＤランプ
と比較して、エネルギー効率および安定性に関する潜在的なパフォーマンスに苦しむ。
【０００５】
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　特許文献２のＬＥＤランプはまた、電力電源に直接配線された器具の中にランプが配置
される際の潜在的に生命にかかわる電気ショックの危険を緩和することができないという
点で欠陥がある。これは、ＡＣ電源動作のケースにおいて、蛍光ランプ電子安定器が存在
する場合と同一の使用回路では、ＬＥＤランプにわたって電力が印加されるからである。
結果として、潜在的なショックの危険が生み出され、それは、ランプ設置中のランプ設置
者にとって生命にかかわるものであり得る。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
したがって、蛍光ランプ器具に関連づけられた既存の蛍光ランプ電子安定器からだけでな
く、もう一つの選択肢として、効率的で安定した形式で電力電源から直接の、デュアルモ
ード動作を有するＬＥＤレトロフィットランプを提供することが所望されよう。また、た
とえば、そのようなランプが電力電源から直接電力を供給するように配線された器具の中
に配置される際の潜在的な生命にかかわる電気ショックの危険を回避することができるラ
ンプを提供することが所望されよう。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
本発明は、ＬＥＤレトロフィットランプの動作のデュアルモードを組み合わせる。第１モ
ードで、ＬＥＤレトロフィットランプは、蛍光ランプ器具における電力電源から電力を受
け取る。別の第２モードで、ＬＥＤレトロフィットランプは、蛍光ランプ器具における蛍
光ランプ電子安定器から電力を受け取る。第１モードで、ＬＥＤランプは、ランプの一端
の電力ピンのペアから電力を受け取るように配線され得る。第２モードで、ＬＥＤランプ
は、ランプ器具に関連づけられた蛍光ランプ電子安定器から電力を受け取る。上記デュア
ルモード動作は、それぞれ動作の第１および第２モード専用の、第１および第２回路の使
用によって達成される。第１および第２回路が、ＬＥＤランプ上の１つの共通の電力ピン
を共有し、典型的には同一のＬＥＤに電力供給する一方で、第１および第２回路は、新規
な伝導制御配列によって互いから電気的に隔離型され得る。
【０００８】
一形態において、本発明は、電源電力、または、安定器周波数でＡＣ電力を供給する電子
安定器からの電力、のいずれかを供給するように配線された蛍光ランプ器具からのデュア
ルモード動作を有するＬＥＤランプを提供する。ＬＥＤランプは、第１および第２の端を
有する細長いハウジングを備える。細長いハウジングの第１の端には、第１および第２の
電力ピンが提供される。細長いハウジングの第２の端には、第３の電力ピンが提供される
。第１回路は、第１モードで電力供給されるためのものでありかつ細長いハウジングの長
さ方向に沿った１つの幅に亘って光を提供する少なくとも１つのＬＥＤに、主要電力を提
供するように意図される。第１モードは、ＬＥＤランプが、第１および第２の電力ピンを
収容しかつ安定器周波数よりもはるかに低い電源周波数で電力を供給する電力電源に直接
接続された電力接続部、を有する蛍光ランプ器具の中に挿入された場合に生じる。第１回
路は、第１モードで電力供給されるための少なくとも１つのＬＥＤへの電流を制限する。
第２回路は、第２モードで電力供給されるためのものでありかつ細長いハウジングの長さ
方向に沿った１つの幅に亘って光を提供する少なくとも１つのＬＥＤに、主要電力を提供
するように意図される。第２モードは、ＬＥＤランプが、対向ランプ端の第２および第３
の電力ピンを収容しかつ電子安定器から電力を受け取るために電子安定器に接続された電
気接続部、を有する蛍光ランプ器具の中に挿入された場合に生じる。第２回路は、第２お
よび第３の電力ピンから電力を受け取る整流器回路を含む。第１の伝導制御手段は、対向
ランプ端の第２および第３の電力ピンが電子安定器に接続された場合に第２モードで電力
供給されるための少なくとも１つのＬＥＤに電力供給することを第２回路に可能にさせる
ために、第２の電力ピンと整流器回路との間に直列に接続される。第２の伝導制御手段は
、対向ランプ端の第２および第３の電力ピンが電子安定器に接続された場合に第２モード
で電力供給されるための少なくとも１つのＬＥＤに電力供給することを第２回路に可能に
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させるために、第３の電力ピンと整流器回路との間に直列に接続される。
【０００９】
いくつかの実施形態において、第１モードで電力供給されるための少なくとも１つのＬＥ
Ｄと、第２モードで電力供給されるための少なくとも１つのＬＥＤは、共通の少なくとも
１つのＬＥＤを有する。他の実施形態において、第１モードで電力供給されるための少な
くとも１つのＬＥＤと、第２モードで電力供給されるための少なくとも１つのＬＥＤは、
共通のＬＥＤをひとつも有しない。
【００１０】
上記ＬＥＤランプは、既存の蛍光ランプ器具の中にレトロフィットされることができ、ラ
ンプ器具に関連づけられた既存の蛍光ランプ電子安定器からの動作、又は、もう一つの選
択肢として、電力電源から直接の動作のいずれかの動作によるデュアルモード動作を有す
る。有利に、ＬＥＤランプは、電力電源から直接電力を供給するように配線された器具の
中にそのようなランプが配置される際の潜在的な生命にかかわる電気ショックの危険を緩
和するように構成され得る。本発明のランプのいくつかの実施形態は、ランプ設置者への
ショックの暴露に対し追加の保護を提供するように構成される。
【００１１】
さらに、上記ＬＥＤランプは、さまざまな従来技術文献が教示するように、ランプ器具が
電力を電子安定器から供給するのか電力電源から直接供給するのかを検知し、ＬＥＤに適
切な電力を供給する、単一のマスター回路を使用するよりも、効率的に動作する。そのよ
うなマスター回路を使用するよりもむしろ、上記発明の概要が教示するように、本発明は
、電源電力または既存の蛍光ランプ安定器からの電力を受け取るのに、それぞれ第１およ
び第２回路を使用する。このアプローチは、既存の蛍光ランプ安定器からの電力を再処理
するために能動ＬＥＤドライバを使用する場合に結果として生じるエネルギーの損失を解
消する。このアプローチはまた、典型的に、第２回路がダイオード整流器回路および１つ
以上のコンデンサといった少ない受動コンポーネントから安価に形成されることを可能に
する。
【００１２】
本発明のさらなる特徴および利点が、以下の詳細な説明を、同一の参照番号が同一のパー
ツを指す以下の図面と共に読むことにより、明らかになるだろう。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】図１は、本発明に係るＬＥＤランプの電力ピンに電源電力を直接提供するように
配線された蛍光ランプ器具の、部分的にブロック形式の電気回路模式図である。
【図２】図２は、図１と同様であるが、蛍光ランプ器具の４つすべての電力接続部に電源
電力を提供する図である。
【図３】図３は、対応する蛍光ランプ電子安定器を含む蛍光ランプ器具とＬＥＤランプの
、部分的にブロック形式の電気回路模式図である。
【図４】図４は、対応する蛍光ランプ電子安定器を含む蛍光ランプ器具とＬＥＤランプの
、部分的にブロック形式の電気回路模式図である。
【図５】図５は、図１～図４に示されたＬＥＤランプ内の回路の電気回路模式図である。
【図６】図６は、図５に記載のＬＥＤを繋ぐための好ましいＬＥＤ回路を示す電気回路模
式図である。
【図７】図７は、図５に記載のＬＥＤを繋ぐための好ましいＬＥＤ回路を示す電気回路模
式図である。
【図８】図８は、図５と同様であるが、第２回路と第１、第２伝導制御手段との間にあっ
て安定器周波数で動作している隔離変圧器が具備されている点が相違する。
【図９】図９は、図８と同様であるが、第２回路と第１、第２伝導制御手段との間にあっ
て安定器周波数で動作している自動変圧器が具備されている点が相違する。
【図１０】図１０は、電気入力と電気出力との間にある高周波隔離変圧器を含むＬＥＤ電
力供給の電気回路模式図である。
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【図１１】図１１は、電気出力を電気入力から隔離するための手段を含まないＬＥＤ電力
電源の電気回路模式図である。表形式による図５および図８～図１０に示された伝導制御
手段の別の実施形態のさまざまな電気模式図であり、それらの実施形態のための他の修飾
を提供する図である。
【図１２】図１２は、図５に示すＬＥＤランプの別の形式を示す図１～４に示すＬＥＤラ
ンプの中の回路の電気回路模式図である。
【図１３】図１３は、図５に示すＬＥＤランプの別の形式を示す図１～４に示すＬＥＤラ
ンプの中の回路の電気回路模式図である。
【図１４】図１４は、図５に示すＬＥＤランプの別の形式を示す図１～４に示すＬＥＤラ
ンプの中の回路の電気回路模式図である。
【図１５】図１５は、ＬＥＤランプを使用した電気ショックハザード・テストのための構
成についての部分斜視図と部分的な電気回路模式図である。
【図１６】図１６は、図５及び図１２～図１４に示す伝導制御手段の別の態様の様々な電
気回路模式図を表形式で示すものであり、このような態様に必要な他の条件を示す。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　詳細な説明において提供される例および図面は単なる例にすぎず、任意の請求項の構成
または解釈において請求項の範囲を限定するために使用されるべきではない。
【００１５】
定義
本明細書および添付の請求項では、以下の定義が適用される。
【００１６】
「能動コンポーネント」は、能動コンポーネントを包含する回路に電圧または電流の形態
の制御可能なエネルギーを供給する制御可能な電気コンポーネントを意味する。能動コン
ポーネントの例は、トランジスタである。
【００１７】
「能動回路」は、フィードバックを組み込んだ制御ループと負荷への電流を制限する目的
の能動素子とを使用した回路を意味する。
【００１８】
　「受動コンポーネント」は、受動コンポーネントを包含する回路に電圧または電流の形
態の制御可能なエネルギーを外部から供給することができない電気コンポーネントを意味
する。受動コンポーネントの例は、整流ダイオード、ＬＥＤダイオード、抵抗器、コンデ
ンサ、インダクタ、または５０Ｈｚまたは６０Ｈｚで動作する磁気安定器である。
【００１９】
「受動回路」は、本明細書において定義される能動コンポーネントを含まない回路を意味
する。
【００２０】
「蛍光ランプのための電子安定器」等は、インスタントスタート安定器、ラピッドスター
ト安定器、プログラムスタート安定器、および蛍光ランプのための電流制限を実現するた
めにスイッチモードの電力供給を使用する他の安定器を意味する。「蛍光ランプ安定器の
ための電子安定器」は、いわゆる磁気安定器を含まない。
【００２１】
「電力電源」は、ＡＣまたはＤＣ電気電力がそれを通してエンドユーザに供給される導体
を意味する。ＡＣ電力は典型的に、約５０～６０Ｈｚの周波数で、典型的には実効値で約
１００～３４７ボルトで供給される。特殊な電力電源は、４００Ｈｚで電力を供給する。
電力電源のためのゼロの周波数は、本明細書ではＤＣ電力に対応する。
【００２２】
本明細書において「隔離」変圧器とは、巻き取り比率が１：１であるものには限定されな
い。
【００２３】
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他の定義が、例として「伝導制御手段」および「可能にする」について、以下の説明にお
いて提供される。
【００２４】
蛍光ランプ器具
図１は、細長いＬＥＤランプ１０２のための例示的な蛍光ランプ器具１００を示す。蛍光
ランプ器具１００は、電力ソース１０８から第１および第２の電力ピン１０４および１０
６にそれぞれの電力接続部１０５および１０７を介して電源電力を供給するように配線さ
れる。電力接続部１２５および１２７は、電源電力を受け取るように配線されず、電力ピ
ンを機械的に支持するように、それぞれ第３および第４の電力ピン１２４および１２６を
収容する。ＬＥＤ電力供給１１０を含む第１回路は、たとえば、ＬＥＤへの電流を制限す
ることにより、ＬＥＤランプ１０２におけるＬＥＤ（図示せず）をドライブするために電
力ソース１０９によって供給された電力を調整する。ＬＥＤランプ１０２は、図１におい
て使用されていない第２回路１４０も含むが、この理由は、第２回路１４０は図１におい
て使用されていない蛍光ランプ電子安定器から電力供給を受けるように構成されているか
らである。
【００２５】
電力ソース１０９は、５０Ｈｚまたは６０Ｈｚの典型的な電力電源周波数または４００Ｈ
ｚを有するＡＣソースであり得る。電力ソース１０９はまた、ＤＣ電力ソースであること
もでき、そのケースでは電源周波数がゼロとみなされる。
【００２６】
図１を再び参照すると、特許請求される発明は、ＬＥＤランプ１０２の一端上の第１およ
び第２の電力ピンとランプの他端の第３の電力ピン１２４とを意図する。第１の電力ピン
１０６が図１に示すように第３の電力ピン１２４と軸を異にしていることは重要ではなく
、それらは、互いに軸上でアラインメントされることもできる。図２においては、ＬＥＤ
ランプ１０２の中での第２回路１４０は使用されていないが、この理由は、図２において
は使用されていない蛍光ランプ電子安定器から電力供給を受けるように構成されているか
らである。
【００２７】
図２は、図１と同様であるが、電力ソース１０９からＬＥＤランプ１０２のすべての４つ
の電力ピン１０４、１０６、１２４、および１２６に電源電力を提供する例示的な蛍光ラ
ンプ器具１１５を示す。電源電力は、蛍光ランプ器具１１５の電力接続部１２５および１
２７を介して、それぞれ、第３および第４の電力ピン１２４および１２６に供給される。
ＬＥＤ電力供給を含む第１回路１１０は、たとえば、ＬＥＤへの電流を制限することによ
り、ＬＥＤランプ１０２におけるＬＥＤ３００を駆動（drive）するために電力ソース１
０９によって供給された電力を調整する。図１の蛍光ランプ器具１００とは対照的に、Ｌ
ＥＤランプ１０２が蛍光ランプ器具１１５の中に逆向きに挿入された場合、電源電力は、
電力接続部１２５および１２７を介してＬＥＤ電力供給１１０に供給されるだろう。
【００２８】
図３は、瞬時スタートタイプの蛍光ランプ電子安定器１２２を含む蛍光ランプ器具１２０
の一例を示すものであり、この瞬時スタートタイプの蛍光ランプ電子安定器は、図１及び
図２に示すように、第２回路１４０を介してＬＥＤ３００に電力を供給する。第２回路１
４０は、瞬時スタートタイプの蛍光ランプ電子安定器１２２の周波数で、蛍光ランプの両
端にある電力ピンを介して、電力供給を受ける。これは、図１及び図２において第１回路
１１０が、ランプ１０２の同じ端にある電力ピン１０４及び１０６により、電源電力の供
給を受けるのとは対照的である。図３において、蛍光ランプ電子安定器１２２からの電気
電力は、電気接続部１０７を介し第２の電力ピン１０６を通って、および電気接続部１２
７を介し第３の電力ピン１２４を通って、ＬＥＤランプ１０２に供給される。第２および
第３の電力ピン１０６および１２６は、ランプの対向端にある。便宜上、インスタントス
タート型の蛍光ランプ電子安定器１２２を使用する場合、電気接続部１０５および１０７
はオプションで、電気ショート１０８によって共にショートさせられ得、電気接続部１２
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５および１２７は、電気ショート１２８によって共にショートさせられ得る。第４の電力
ピン１２６は、図に示すように、ランプ内の回路に接続される必要はない。
【００２９】
図４は、蛍光ランプ電子安定器１２２を含む例示的な蛍光ランプ器具１３０を示すが、こ
の蛍光ランプ電子安定器１２２は瞬時スタートタイプの蛍光ランプ電子安定器１２２（図
３）とは異なる。蛍光ランプ電子安定器１２３（図４）は一例として急速スタートタイプ
又はプログラムによるスタートタイプのものでも良い。図３におけるように、蛍光ランプ
器具１３０は、図１又は図２に示すように、同じＬＥＤランプ１０２のＬＥＤ３００に、
第２回路２００を介して、電力供給する。第２回路２００は、図１及び図２の蛍光ランプ
器具１００及び１１５とは異なる電力ピンを介して、電力供給を受ける。
蛍光ランプ器具１２０（図３）と１３０（図４）との主な違いは、蛍光ランプ器具１３０
が電力ピン１０４、１０６、１２４、および１２６の各々のために別個の導体を提供する
点である。個別の導体の使用は、たとえば、ラピッドスタートまたはプログラムスタート
の、蛍光ランプ器具１３０では典型的である。
【００３０】
同一のＬＥＤランプ１０２が、図１または図２における電力電源に直接配線された場合に
動作するモードと、図３または図４に示すように蛍光ランプ電子安定器１２２から動作す
る第２モードとによって、説明されていることに注意すべきである。
【００３１】
ＬＥＤランプ内の回路
図５は、上述した図１～図４のＬＥＤランプ１０２内の回路２００を示す。回路２００は
、第１回路１１０および第２回路１４０を含み、（ａ）蛍光ランプ器具１００（図１）ま
たは１１５（図２）が使用されるか（ｂ）蛍光ランプ器具１２０（図３）または１３０（
図４）が使用されるかに依存して、それらのいずれかがＬＥＤ３００に電力供給し得る。
図５において、ＬＥＤ３００は、直列接続された単独の一連のＬＥＤとして示されており
、ここで言う「一連の」とは、少なくとも１つのＬＥＤであることを意味する。直列に接
続された一連のＬＥＤ３００は、当業者により、（ａ）並列接続された一連のＬＥＤ、ま
たは（ｂ）並列および直列に接続された１つ以上の一連のＬＥＤ、または（ｃ）上述した
（ａ）および（ｂ）の形態（topology）の組み合わせ、の１つ以上と置き換えることもで
きる。ＬＥＤ３００を含む好ましいＬＥＤ回路３０３及び３０４はそれぞれ図６及び図７
に図示されている。
【００３２】
第２回路１３０に示された電解キャパシタ３２４は第１回路１１０と共有されても良い。
別の方法として、オプションとしてのブロック用ダイオード３２５がノード３０８と電界
キャパシタ３２４との間に接続されているときは、第１回路１１０は、第１回路１１０が
ＬＥＤ３００に電力供給するときにこのようなキャパシタを充電する必要はない。本発明
者達は、一部の実施態様においては、第１回路１１０では比較的大きなキャパシタンスを
有する電解キャパシタ３２４を適切に充電することができなくて、その結果、ＬＥＤ３０
０に一部フリッカ現象（flickering）が生じることを発見した。ブロック用ダイオード（
blocking diode）３２５は、単一方向の電流を提供するｐ－ｎダイオード又は別の装置、
例えば、ショットキーダイオード（Schottky diode）又はシリコン制御整流器（Silicon 
Controller Rectifier:SCR）を使って形成することができる。本明細書の他の図面（例え
ば、図５、１２、１３）に現れるブロック用ダイオードの説明は、上述の「同一の参照番
号は同一の部品を示す」との記載に従って、上述の説明と同じである。電解キャパシタ３
２４は、ＬＥＤ３００に電力供給するための別のエネルギーストレージが具備されている
ときには省略しても良い。例として、そのような別のエネルギーストレージは、蛍光ラン
プ電子安定器１２２（図３）若しくは１２３（図４）における電解コンデンサ、又は第１
回路１１０（図５）における別の電解コンデンサであり得る。
【００３３】
図６は、ＬＥＤ３００を実現し、かつ、図５の回路２００における以下のノードに接続さ
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れているＬＥＤ回路３０３を示す：即ち、上部のノード３０６及び３０８、下部のノード
３１０及び３１２である。図６におけるＬＥＤ３００は、電流方向制御ダイオード（stee
ring diode）３１４、３１５、３１６、３１７及び３２０と相互に接続されている。ＬＥ
Ｄ３００は、個別の２つの一連のものとして示されており、これら一連のＬＥＤは、ＬＥ
Ｄが同じ規格電圧（voltage rating）であるときは、好ましくは数が同じである。これは
、それぞれの一連のＬＥＤ３００が、第１回路１１０からの電力供給を受けるときに、そ
の中での電流が大きく異なることを防ぐためのものである。電流方向制御ダイオードは、
単一方向の電流を提供するｐ－ｎダイオード又は別の装置、例えば、ショットキーダイオ
ード（Schottky diode）又はシリコン制御整流器（Silicon Controller Rectifier:SCR）
を使って形成することができる。
【００３４】
ＬＥＤ３００が第１回路１１０（図５）により電力供給を受けるときは、電流方向制御ダ
イオード３１４、３１５、３１６及び３１７は電流を通すが、電流方向制御ダイオード３
２０は反対方向にバイアスされているので電流を流さない。その結果、２つの一連のＬＥ
Ｄ３００は並列で動作する。それぞれの一連のＬＥＤ３００の中のＬＥＤの数が２０で、
個々のＬＥＤは規格電圧が約３ボルトの場合、ノード３０６と３１０の間の第１回路１１
０により生成される電圧は約６０ボルト（直流）である。このような電圧は、電源電力の
電源１０９（図１～図４）の典型的なレンジの全域、例えば、ＲＭＳ実効値１００ボルト
からＲＭＳ実効値３００ボルトまでの領域の全域に亘って効率的に生成できる。
【００３５】
一方、図６のＬＥＤ回路３０３におけるＬＥＤ３００が第２回路１４０（図５）により電
力供給を受けるときは、電流は、２つの一連のＬＥＤに直列式に供給される。即ち、ノー
ド３０８から、左側に示された一連のＬＥＤ３００を通って、次に、電流方向制御ダイオ
ード３２０を通り、右側に示された一連のＬＥＤ３００を下方向に通り、次にノード３１
２へ到達する。電流方向制御ダイオード３１４、３１５、及び３１７は、ＬＥＤ３００が
第２回路１４０から電力供給を受けるときは、電気を通さない。それぞれの一連のＬＥＤ
におけるＬＥＤの数を２０として、上述のように各ＬＥＤの規格電圧が約３ボルトである
とした場合、ＬＥＤ３００が第２回路１４０から直列式に電力供給を受けるときは、ノー
ド３０８及び３１２の間の第２回路１４０により生成される電圧は約１２０ボルト（直流
）である。このような高いボルト数は、一方で、第２回路１４０に電力供給する蛍光ラン
プ電子安定器に対して、例えば、典型的な６００ｍｍ蛍光ランプにより匹敵する電気負荷
を与える。この電圧数は第１回路１１０により提供される電圧の約２倍である。第２回路
１４０を高い電圧で動作させることにより、第２回路１４０の中の電流レベルを下げるこ
とができる。このように低下された電流レベルは、第２回路１４０からの電流に晒された
人が受ける可能性のある人命を危うくする電気ショックハザードを低減する。従って、例
えば米国においては、瞬時スタートタイプの蛍光ランプ電子安定器１２２（図３）につい
て、又は約２５ＫＨｚもの低い周波数で動作することが知られている急速スタートタイプ
若しくは他のタイプの蛍光ランプ電子安定器１２３（図４）（他の旧式安定器を含む）に
ついて、UL 1598c規格に記載され、UL 935規格において言及されているUL 電気ショック
ハザードテストに合格することが可能となる。第２回路１４０を上述のように高電圧で動
作させないときは、約４５ＫＨｚで動作する新式の安定器についてのUL 1598c規格に記載
され、UL 935規格において言及されているUL 電気ショックハザードテストに合格するこ
とは可能であるが、上述のように約２５ＫＨｚもの低い周波数で動作することが知られて
いる旧式の安定器についてのショックハザードテストに合格することは不可能であること
が典型的である。
【００３６】
第２回路１４０を高電圧で動作させることは、特に、瞬時スタートタイプの蛍光ランプ電
子安定器１２２（図３）からの電力供給を受けるときは、蛍光ランプ電子安定器をより効
率的に動作させることができるということもある。第２回路１４０を高電圧でこのように
動作させることは、また、各種の実施態様において、ＬＥＤ３００における電流を制限す
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るために使用される１つ又はそれ以上のキャパシタを、より小さく、かつ、より低コスト
化することも可能となる。この有利な点は以下に議論する。
【００３７】
以下のことは、左側及び右側に示されたそれぞれの一連のＬＥＤ３００についての図６の
上述の説明から、当業者にはルーチンワークのスキルに関わることである。即ち、ＬＥＤ
の個々のものは、並列接続式のＬＥＤの２つ又はそれ以上のものと置換できる。
【００３８】
図７は、第２回路１４０の動作を更に高い電圧で行わせることで、蛍光ランプ電子安定器
からの動作の場合について以下説明する電気ショックテストに合格することがより容易に
することを達成して、蛍光ランプ電子安定器のより効率的な動作を可能にするＬＥＤ回路
３０４を示す。各種の実施態様において、ＬＥＤ回路３０４は、例えば、より高い電圧で
の各種ワット数の９００ｍｍ又は１２００ｍｍ蛍光ランプに匹敵する電気負荷を提供する
。更に、各種の実施態様において、ＬＥＤ回路３０４は、以下に説明するように、電流制
限用の各種のキャパシタのサイズと価格の低下をもたらす一方で、ＬＥＤ３００が第１回
路１１０から電流供給を受けるときには定電圧での並列式の動作の提供が維持される。Ｌ
ＥＤ電流３０４は、完全に同一の２つのＬＥＤ回路ユニット３２６及び３２７を含む。
【００３９】
図７のＬＥＤ回路ユニット３２６においては、左側に示す２つの一連のＬＥＤ３００と関
連する電流方向制御ダイオード（steering diode）３１４、３１５、３１６、３１７、３
２０は、図６のＬＥＤ回路３０３に示されたものと同じである。ＬＥＤ回路ユニット３２
６は、更に、電流方向制御ダイオード３１８、３１９、３２１と関連する一連のＬＥＤ３
００を含む。ＬＥＤ３００が第１回路１１０から電力供給を受けるときは、電流方向制御
ダイオード３１８及び６１９は電気を通すが、電流方向制御ダイオード３２１は電気を通
さない。これは反対方向にバイアスされているからである。それぞれの一連のＬＥＤにお
ける数が２０であって、各ＬＥＤの規格電圧が約３ボルトであるものの上記の例を使った
場合、第１回路１１０（図５）がＬＥＤに電力を供給するときは、第１回路１１０により
、ＬＥＤ回路ユニット３２６におけるノード３０６と３１０の間の一連のＬＥＤ３００の
各々に負荷される電圧は約６０ボルトのＲＭＳ実効値である。
【００４０】
第２回路１４０（図５）が図７のＬＥＤ回路ユニット３２６のＬＥＤ３００に電力を供給
するときは、電流方向制御ダイオード３２０と３２１は図示された３つの一連のＬＥＤの
それぞれが直列になったところに電流を通す。個々のＬＥＤの規格電圧が約３ボルトのも
のを２０個一連のＬＥＤが有する場合は、この３つの一連のＬＥＤに直列的に負荷される
電圧は約１８０ボルトになる。電流方向制御ダイオード３１４、３１５、３１６、３１７
、３１８、３１９は、この場合、電気を通さない。第２回路１４０を高電圧で動作させる
ことで、上記の二つの段落で言及した利点を達成することができる。
【００４１】
図７のＬＥＤ回路３０４のＬＥＤ回路ユニット３２７の動作は、上述のＬＥＤ回路ユニッ
ト３２６の動作と同じである。この理由は、ＬＥＤ回路ユニット３２７の場合、電流方向
制御ダイオード３２８、３２９、３３０、３３１、３３２、３３３、３３４、３３５は、
ＬＥＤ回路ユニット３２６の場合、電流方向制御ダイオード３１４、３１５、３１６、３
１７、３１８、３１９、３２０と、それぞれ、同じように機能するからである。パワーの
小さいＬＥＤランプ（例えば、約９ワット）用のＬＥＤ回路ユニット３２７を取り除いて
、パワーのより大きいＬＥＤランプ（例えば、約１８ワット）用のＬＥＤ回路ユニットを
含ませることも好ましい。いずれにしても、第２回路１４０は、上記の例において、ＬＥ
Ｄの数が２０であるそれぞれの一連のＬＥＤに約１８ボルト（直流）を負荷し、各ＬＥＤ
の規格電圧が約３ボルトのときは、９００ｍｍ又は１２００ｍｍの蛍光ランプに組み込む
のにより適している。
【００４２】
本発明者達は、第２回路１４０が、第１回路１１０よりも遥かに高い電圧でＬＥＤ３００
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に電力供給するときは、第２回路１４０の操作中に各種の好ましくない効果の原因となる
ことを発見した。このような好ましくない効果には、第１回路１１０の部品に対して、第
１回路１１０の部品の規格電圧を越える極端に高い電圧が負荷されることが含まれる。こ
のような好ましくない効果が原因で、図７のＬＥＤ回路３０４における１つ又はそれ以上
の電流方向制御ダイオード３１４～３２１及び３２８～３３５の中を流れる反対方向漏洩
電流のレベルが損傷を及ぼすほどのものになることがある。このような損傷を及ぼすほど
の反対方向漏洩電流が原因で、必要なときにＬＥＤ３００が発光しなかったり、又は、断
続的に点滅したり、断続的に発光が強くなったりする。このようなことは、ノート３０７
からノード３１１への電圧が、損傷をきたすほどのレベルまで反対方向にバイアスされた
ときに発見されたが、このようなバイアスにより、第１回路１１０の部品を流れる電流が
過剰で望ましいものではなくなったり、ＬＥＤ３００の一部又は全部が発光しなくなった
りする。このようなネガティブな結果を回避するために、第１回路１１０は、第２回路１
４０が意図したとおりにＬＥＤ３００に電力供給するように動作したときに、ＬＥＤ３０
０を介して第２回路１４０から来る単一極電流（unipolar current）から隔離されている
。
【００４３】
第１回路１１０を、ＬＥＤ３００を介して第２回路１４０から来る単一極電流から隔離す
るための好ましい手段は、以下の一方又は両方である：即ち、（ａ）ｎ－チャネル型のイ
ンターフェース電界効果トランジスタ（以下、「ＦＥＴ」）３３７を、ノード３０６とＬ
ＥＤ回路ユニット３２６の間に配置された、第１の導体３３９と直列になった第１の導体
３３９の中に配置すること、及び（ｂ）ｐ－チャネル型のＦＥＴ３４２を、ノード３１０
とＬＥＤ回路ユニット３２６の間に設置された第２の導体３４４と直列に配置することで
ある。ＦＥＴ３３７と３４２は「インターフェース」ＦＥＴと呼称されるが、この理由は
、これらは第１回路１１０とＬＥＤ３００の間にあって相互を繋げるからである。インタ
ーフェースＦＥＴ３３７と３４２は、それぞれ、バイアス回路３４０と３４５によりバイ
アスされており、このために、ノード３０６と３１０に負荷される電圧がＬＥＤ３００に
電力供給するような電圧に達すると、直流又は略直流の周波数で電気が流れるようになる
。図７のＬＥＤ３００について上述の例においては、ＬＥＤ３００に電力供給する電圧は
約６０ボルトである。第１回路１１０の中で電圧を感知するように回路３４０と３４５に
バイアスをかけることは、当業者が、上記の条件に基づいて、ルーチン的に行うことであ
る。
【００４４】
ＦＥＴ３３７と３４２は、典型的には、全ての周波数の電流が１方向に通過できるように
する本体ダイオード（body diode）を有する。ＦＥＴ３３７と３４２のためのこのような
本体ダイオードは、それぞれ、ダイオード３３８と３４３として図示されており、ダイオ
ード３３８と３４３が電気を通さない状態のときには、以下のゴールを達成するように配
向しているのが好ましい。即ち、第２回路１４０が、ノード３０６からノード３１０に対
して、ノード３０６からノード３１０に対して負荷される第１回路１１０の規格出力電圧
（例えば、上述の例では約６０ボルト）よりも高い電圧を負荷することを防止する；及び
、第２回路１４０が、ノード３０６からノード３１０に対して、負の値の電圧を負荷する
ことを防止する。しかしながら、本体ダイオード３３８と３４３は、交流（ＡＣ）電源か
らの単一方向の導電を可能にするので、ＦＥＴ３３７と３４２は、図３及び図４にそれぞ
れ図示された蛍光ランプ電子安定器１２２又は１２３の周波数、典型的には、約４５kHz
、より広く典型的には２０kHzから１００kHzの範囲の周波数で電流を両方向に通すことが
好ましい。これは、ＬＥＤ３００が断続的に点滅したり又は断続的に発光が強くなったり
する原因となるような第１回路１１０内のキャパシタの充電を制限することを目的として
おり、また、充電が蓄積して損傷を招くような高電圧の原因となるような交流電流の一方
向だけの通電を防止することを目的としている。この目的のために、バイパス・キャパシ
タ３４１がインターフェースＦＥＴ３３７に具備されることが好ましく、また、バイパス
・キャパシタ３４６がインターフェースＦＥＴ３４２に具備されることが好ましい。この
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ことにより、この段落において上述した目的のために、ＦＥＴ３３７と３４２において上
記に定義した安定器周波数での電流の双方向型の通電が可能となる。同様なバイパス・キ
ャパシタ（図示せず）を、安定器周波数での電流の通電を一方向的に阻止するようなＦＥ
Ｔ、ダイオード又は同様な装置において、使うこともできる。
【００４５】
本発明者達は、一部の実施態様においては、以下の隔離手段を第１の導体３３９と第２の
導体３４４と直列にすることが好ましいことを発見した。しかしながら、他の実施態様、
例えば、ＬＥＤの断続的な点滅や断続的に発光がより明るくなることは無視できる場合に
は、第１回路１１０は、第１の伝導体３３９又は第２の伝導体３４４のいずれかにおける
隔離手段一つだけでＬＥＤ３００から隔離することができる。
【００４６】
ＬＥＤ回路３０４における上記の隔離手段の変形タイプは、ｎ－チャネル型ＦＥＴ３３７
をｐ－チャネル型ＦＥＴで置き換えることが含まれる。別の変形タイプは、ｐ－チャネル
型ＦＥＴ３４２を、ｎ－チャネル型ＦＥＴ，バイポーラ・ジャンクション型トランジスタ
、シリコン制御整流器、又は機械的スイッチで単に置き換えることである。
【００４７】
図６と図７のＬＥＤ回路３０３と３０４の説明を比較することにより、１つ又はそれ以上
の一連のＬＥＤ３００をＬＥＤ回路ユニット３２６と３２７の各々に追加することができ
ると云うことは、当業者にとってルーチンワーク的なスキルのことである。このことによ
り、第２回路１４０によりノード３０８と３１２においてＬＥＤに提供される電圧を更に
高める一方で、第１回路１１０によりノート３０６と３１０において提供される電圧と同
じ値を維持できる。
【００４８】
１つ又はそれ以上の追加のＬＥＤ回路ユニット、例えば、ＬＥＤ回路ユニット３２７は、
図７のＬＥＤ回路３０４回路に追加できる。このことにより、より長い（例えば、１５０
０ｍｍ、１８００ｍｍ、２４００ｍｍ、又は更に長いタイプ）蛍光ランプを後付で設置す
ることが可能となり、ＬＥＤランプにより低コストのＬＥＤをより密に配置してより均一
な分散の光を確保することが可能となる。
【００４９】
図５を再度参照すると、回路２００は第１の伝導制御手段３５０と第２の伝導制御手段３
７０を含む。第１の伝導制御手段３５０と第２の伝導制御手段３７０は、ランプの電力ピ
ンに電源電力を供給する電力コネクタのレセプタクル（receptacle）（図示せず）を具備
する蛍光ランプ器具の中にＬＥＤランプを挿入するときの人命に関わる電気ショックの可
能性を低減するために使用することもできる。
【００５０】
図１と図２の蛍光ランプ器具１００又は１１５をそれぞれ使用するときは、電力源１０９
が電源電力線を介して第１と第２の電力ピン１０４と１０６に電力供給するのであるが、
その場合は、第１の回路１１０がＬＥＤ３００をドライブするための電力を調整する。第
１の回路１１０は、図１及び図２に示すようにＬＥＤ電力供給を含む。非隔離型及び電気
的に隔離された電力供給は、共に、第１回路１１０において企図されている。
【００５１】
図８は、回路３８０を示すが、これは図５の回路２００と同様であり、相違点は、第２回
路１４０の整流回路２８２と第１及び第２の伝導制御手段３５０と３７０との間に、安定
器周波数（上記に定義）で動作する隔離型変圧器３８２が挿入されている点である。
【００５２】
図８の回路３８０におけるＬＥＤ３００は、図示された単一の一連のＬＥＤに加えて、平
行になった複数の一連のＬＥＤを含むことが有利である。
【００５３】
図９は、図８の回路３８０と同様な回路３９０を示すが、相違点は、隔離型変圧器３８２
（図８）を自動変圧器３９２で置き換えた点である。
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【００５４】
図９の回路３９０におけるＬＥＤ３００は、図示された単一の一連のＬＥＤに加えて、平
行になった複数の一連のＬＥＤを含むことが有利である。
【００５５】
図１０は、ＬＥＤランプ１０２（図１～図４）のための第１回路１１０の典型的な隔離型
ＬＥＤ電力供給２２０を示すが、これは、第１と第２の電力ピン１０４と１０６にて電源
電力の供給を受けて出力２２２と２２４へ調整された電力を供給し最終的に図５のＬＥＤ
３００に供給する。
【００５６】
図１０において隔離型変圧器２２８を使用することは、第１回路１１０により電力供給を
受ける蛍光ランプ器具１００（図１）又は１１５（図２）のいずれかにおけるＬＥＤラン
プ１０２を操作しているときに電気ショックハザードを減少させることに役立つ。
【００５７】
第２回路１４０がＬＥＤ３００を第１回路１１０よりも高い電圧でドライブするための好
ましい別の方法として、図６と図７の直列式及び並列式に接続されたＬＥＤを使用する方
法、又は図８の隔離型変圧器３８２又は図９の自動変圧器を使用する方法がある。
【００５８】
図１１は、ＬＥＤランプ１０２（図１～図４）のための第１回路１１０の非隔離型ＬＥＤ
電力供給２５０を示すが、これは第１と第２の電力ピン１０４と１０６を介して電源電力
の供給を受けて出力２２２と２２４へ調整された電力を供給し最終的に図５のＬＥＤ３０
０に供給する。
【００５９】
バイパス・キャパシタ２６２と２６３は、全波型整流器２３０の特定のダイオードに接続
された状態で示されているが、これは、第２回路１４０がＬＥＤに電力供給するときには
、安定器周波数（上記に定義）における電流の流れが、例えば、キャパシタ２５４と２５
８のキャパシタの充電を制限するためのものである。
【００６０】
更に、４つのキャパシタ２６２、２６３、２６４、２６５の全てを使用することが好まし
いこともあるが、この４つは、図１及び図２の対応する蛍光ランプ電子安定器１２２又は
１２３の一部のタイプには好ましい。
【００６１】
図１０と図１１の上述のＬＥＤ電力供給２２０と２５０は、その基本形として示されてお
り、隔離型及び非隔離型ＬＥＤ電力供給の代表的なものである。
【００６２】
図１０と図１１に示されているように、隔離型及び非隔離型ＬＥＤ電力供給２２０及び２
５０の双方は、典型的には、例えば、ＦＥＴ２３２又は２５２の能動型電気部品を含む。
【００６３】
図５の回路２００に戻って言及すると、第２回路１４０は、典型的には、単純な受動回路
（上記に定義）とすることもある。
【００６４】
第１回路１１０及び第２回路１４０（図５）を使用することによる各種の利点が得られる
が、これらは、それぞれ、電源電力からの直接動作及びランプ器具に対応する既存の蛍光
ランプ安定器からの動作に専用のものである。
【００６５】
更に、第１回路１１０と第２回路１４０（図５）は、それぞれ、能動回路と受動回路（こ
れらの用語は本明細書中に定義されている）として構成して、上述のようにより高い効率
で、かつ、より広い範囲での安定動作が得られるようにすることが好ましい。
【００６６】
図１２は、図１～図４において上述したＬＥＤランプ１０２の別タイプの回路１２００を
示す。
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【００６７】
第２回路１１０が第１回路１１０により電力供給を受けるＬＥＤ３００の一部だけに電力
供給させることで、回路設計者には、第１回路１１０と第２回路１４０の一方又は両方を
最適化するための設計選択肢がより広がる。
【００６８】
図１３は、上述の図１～図４のＬＥＤランプの中における更に別のタイプの回路１３００
を示す。
【００６９】
第１回路１１０が第２回路１４０により電力供給を受けるＬＥＤ３００の一部だけに電力
供給させることにより、回路設計者には、第１回路１１０と第２回路１４０の一方又は両
方を最適化させるための設計選択肢がより広がる。
【００７０】
図５の第１回路１１０について言えば、図１１と図１２の第１回路１１０は、例えば、図
１０の隔離型ＬＥＤ電力供給２２０又は図１１の非隔離型ＬＥＤ電力供給２５０のいずれ
かとして実現できる。
【００７１】
図１４は、上述の図１～図４のＬＥＤランプ１０２の中における更に別の回路１４００を
示す。
【００７２】
図１４の第１回路１１０がＬＥＤ３０１に電力供給するように構成し、第２回路１４０が
異なるＬＥＤ３０２に電力供給するように構成することにより、回路設計者には、第１回
路１１０と第２回路１４０の一方又は両方を最適化するための設計選択肢がより広くなる
。
【００７３】
　（４）ショックハザード保護の達成を可能にする。
第１の伝導制御手段３５０の第４の可能な機能（及び、協働する第２の伝導制御手段３７
０の可能な機能）は、そのようなランプ１０２（図１～図２）が設置者によって図１～図
２の蛍光ランプ器具（１００、１１５）の中に挿入される際の潜在的に生命にかかわる電
気ショックの危険の緩和を可能にすることである。図１５は、ＬＥＤランプ１０２につい
ての電気ショックハザードテストのための構成１５００を示すが、これはこのようなテス
トのためのUL 1583c規格に記載されUL 935規格に言及されている構成と同様である。ラン
プ１０２は、その一方の端に第１と第２の電力ピン１０４と１０６とを具備しており、そ
の他方の端に第３と第４の電力ピン１２４と１２６とを具備している。２ピン型蛍光ラン
プ用のランプ保持具１５１０は、第１と第２の電力ピン１５１１と１５１２とを具備して
いる。別の態様として、電力接続部１５１１と１５１２のそれぞれは、電力ピン１０４、
１０６、１２４、１２６のいずれにも取り付けられる単なる電気クリップとすることも可
能である。ランプ保持具１５１０の第１の電力接続部１５１１は、企図とする電源ライン
の電圧に対応する交流電圧の電圧源１５２０に接続している。電圧源１５２０はある範囲
の電圧を提供することも可能であり、このことは、電圧言１５２０についての記号におけ
る矢印で示されている。ランプ保持具１５１０の第２の電力接続部１５１２は、電圧源１
５２０のニュートラル（neutral）である電源ラインに接続されており、これはアース地
面に接続されている。別のランプ保持具１５３０は、ランプ保持具１５１０を具備する装
置１５３５に搭載することも可能であるが、今回のテストでは使用しない。テストは、第
１回路１１０に電力供給するための企図した電源ライン電圧と周波数にて実施した。後付
式のＬＥＤランプにおいては、これは、典型的には、電圧源１５２０の電圧がＲＭＳ実効
値１１０ＶＡＣからＲＭＳ実効値２７７ＶＡＣでライン周波数が５０又は６０Ｈｚに対応
する。テストは、所望されれば、単一の企図された電源供給電圧の条件を満たす一定の電
圧にて実施できる。当業者にとって、他の企図された電源供給電圧、例えば、ＲＭＳ実効
値３４７ＶＡＣ又はＲＭＳ実効値４８０ＶＡＣ、でも実施できることは理解できる。これ
は、ＬＥＤランプ１０２の特定の設置のために使用される電源供給電圧を単に評価するだ
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けのことである。
【００７４】
ショックハザードテストにおいては、第１と第２の伝導制御手段３５０と３７０は、それ
ぞれ、キャパシタ又は開放状態でのスイッチのいずれかとして実現できる。ＬＥＤランプ
１０２の露出した電力ピン１０４、１０６、１２４、１２６のそれぞれに対して開放状態
で構成されており、これは意図した電源電圧の範囲の全てにおけるものよりも予め規定さ
れたＲＭＳ実効値ミリアンペアを超える値での電源周波数及び５０Ｈｚと６０Ｈｚでの電
流の伝導（I = V/R、図１５）を防止するためのものである。この場合、上記の露出した
電力ピンのそれぞれ（電気探針１５４０が介在）とアース地面との間に直接接続された回
路であって、第１と第２の直列式に接続されたコンポーネント１５５０と１５５５から構
成された回路の中を流れる電流として測定しており、ここにおいて、第１コンポーネント
１５５０は１５００オーム抵抗の非誘電体と０．２２マイクロファラッドのキャパシタか
ら構成されており、第２のコンポーネント１５５５は５００オーム抵抗の非誘電体から構
成されており、これらの構成は、以下の場合のそれぞれについてのものである：
（１）第１及び第２の電力ピン１０４と１０６がランプ保持具１５１０の中に挿入されて
、第１の電力ピン１０４が電力接続部１５１１に電力を供給し、第２の電力ピン１０６が
電力接続部１５１２に電力を供給し、探針１５４０が電力ピン１２４に接続される；
（２）第１及び第２の電力ピン１０４と１０６がランプ保持具１５１０の中に挿入されて
、第１の電力ピン１０４が第１の電力接続部１５１１に電力を供給し、第２の電力ピン１
０６が第２の電力接続部１５１２に電力を供給し、探針１５４０が電力ピン１２６に接続
される；
（３）第１及び第２の電力ピン１２４と１２６がランプ保持具１５１０の中に挿入されて
、第３の電力ピン１２４が第１の電力接続部１５１１に電力を供給し、第４の電力ピン１
２６が第２の電力接続部１５１２に電力を供給し、探針１５４０が第１の電力ピン１０４
に接続される；
（４）第１及び第２の電力ピン１２４と１２６がランプ保持具１５１０の中に挿入されて
、第３の電力ピン１２４が第１の電力接続部１５１１に電力を供給し、第４の電力ピン１
２６が第２の電力接続部１５１２に電力を供給し、探針１５４０が第２の電力ピン１０６
に接続される；
（５）第１及び第２の電力ピン１０６と１０４がランプ保持具１５１０の中に挿入されて
、第２の電力ピン１０６が第１の電力接続部１５１１に電力を供給し、第１の電力ピン１
０４が第２の電力接続部に電力を供給し、探針が第３の電力ピン１２４に接続される；
（６）第１及び第２の電力ピン１０６と１０４がランプ保持具１５１０の中に挿入されて
、第２の電力ピン１０６が第１の電力接続部１５１１に電力を供給し、第１の電力ピン１
０４が第２の電力接続部１５１２に電力を供給し、探針１５１０が第４の電力ピン１２６
に接続される；
（７）第１及び第２の電力ピン１２４と１２６がランプ保持具１５１０の中に挿入されて
、第２の電力ピン１２６が第１の電力接続部１５１１に電力を供給し、第３の電力ピン１
２４が第２の電力接続部１５１２に電力を供給し、探針１５４０が第１の電力ピン１０４
に接続される；及び
（８）第１及び第２の電力ピン１２４と１２６がランプ保持具１５１０の中に挿入されて
、第４の電力ピン１２６が第１の電力接続部１５１１に電力を供給し、第３の電力ピン１
２４が第２の電力接続部１５１２に電力を供給し、探針１５４０が第２の電力ピン１０６
に接続される。
【００７５】
第１と第２の伝導制御手段３５０と３７０の一方又は両方を実現させるためにキャパシタ
を使用したときは、キャパシタの容量は、上記の欄及び下記の欄（共に、「ＬＥＤをドラ
イブするために電流を制限する」とのタイトルで始まる）にも説明したように電流を更に
制限するために選択することが有利になり得る。
【００７６】
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予め定めたＲＭＳ実効値ミリアンペア値の最高値は、電源電圧の範囲が上述した範囲、例
えば、ＲＭＳ実効値１１０ＶＡＣからＲＭＳ実効値２７７ＶＡＣの範囲における全ての電
圧値に対して５０Ｈｚ及び６０Ｈｚでの１０の値とすることもできる。予め定めたＲＭＳ
実効値ミリアンペアの最高値は、好ましくは、もっと低い値、例えば、５０Ｈｚ及び６０
Ｈｚでは５の値である。これらの値の重要性は、以下の表との関連の中で説明する。

上記のデータは、Charles Dalzielにより作成されたものであるが、このCharles Dalziel
は、人体に対する電流の効果についての米国における主要な研究者であり、このデータは
健康な被験者に関するものである。予め定めたＲＭＳ実効値ミリアンペアとしての１０は
、女性の場合に「痛みを感じ筋肉制御が失われる」ことの原因になる敷居値よりも若干低
く、この場合、ＲＭＳ実効値０．５ミリアンペアの差が安全幅となっている。男性の場合
の敷居値は更に高い（即ち、ＲＭＳ実効値１６ミリアンペア）。筋肉制御を失うことは危
険であり、この理由は、ランプ設置者が、例えば、高さ３メートルの梯子から落下する原
因になり得るからである。予め定めたＲＭＳ実効値が５と云うより低い値は、米国におけ
るUL 1598c規格に合格するものとしての６０Ｈｚでの米国におけるＵＬにより選択された
値であり、この規格は、ＬＥＤランプを設置する者に対しての上述のように可能性のある
人命に関わる電気ショックハザードを低減する為にＵＬにより規定されたものである。上
記の一覧表から、予め定めたＲＭＳ実効値が５であることは、「痛みがあるが筋肉制御は
維持される」という敷居値よりも低くて好ましいと言える。
【００７７】
上述のUL 1598c規格では、例えば、６０Ｈｚでのテスト、及び蛍光ランプ電子安定器によ
り生成される周波数でのテストが要請されている。人体は、より高い周波数では、上記一
覧表が示すところの最後の２つの列のデータと比較して、より高い電流レベルが許容でき
る。上記に指摘したように、このような安定器は、各種の周波数を有することができ、こ
の周波数は、典型的には２０ｋＨｚから１００ｋＨｚの範囲に入っている。人体は上述の
５０Ｈｚ又は６０Ｈｚよりも高い周波数でのより高い電流レベルを許容できるので、UL 1
598c規格では、更に高い電流レベル、即ち、２５ｋＨｚでは約５９ミリアンペア、及び５
０ｋＨｚでは約１２０ミリアンペアの電流レベルが許容される。
【００７８】
第２の伝導制御手段の可能な機能
　図５、図８～図９、及び図１２～図１４を参照すると、第２の伝導制御手段３７０は好
ましくは、以下の機能の１つ以上を実行する。
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【００７９】
（１）第２回路の動作を可能にする。
第２の伝導制御手段３７０は、たとえば、典型的には約４５ｋＨｚである図３および図４
に示す蛍光ランプ電子安定器１２２または１２３の周波数（以下、「安定器周波数」とい
う）で電力を伝導するためのコンデンサとして実現され得る。「可能にする」という用語
は、第１の伝導制御手段の機能（１）に関し上で定義されている。
【００８０】
（２）第２回路が第１回路に干渉せずに動作することを可能にする。
第２の伝導制御手段３７０はまた、第２回路１４０が、第１回路１１０の意図した動作中
、すなわち、第１回路が第１および第２の電力ピン１０４および１０６を介して電源電力
に接続された場合に、第１回路１１０に干渉せずに動作することを可能にする機能を実行
し得る。この機能を実現するために、伝導制御手段３７０は、開位置に位置しているコン
デンサまたはスイッチとして、たとえば、第１回路１１０が動作しているときに、第３の
電力ピン１２４と第２回路１４０の整流器回路２８２とを介した電源からＬＥＤ３００へ
の電流の伝導を制限するように構成される。電源電力は、たとえば、図２の蛍光ランプ器
具１１５を使用した場合、第３の電力ピン１２４に供給される。電源からの電流のそのよ
うな制限は、スタンドアロンの第１回路１１０から発生するであろうそのようなＬＥＤの
平均輝度強度と比較してＬＥＤ３００からの光の第１または第２の著しいレベルの偏移を
防止する。第１回路１１０は、仮想の切断２６６および２６８が図５、図８、および図９
の回路に行われれば、スタンドアロンであるだろう。以下の２つのタイプの光の偏移が意
図される。
［３］０．１Ｈｚ～２００Ｈｚの周波数レンジにおけるＬＥＤ３００からの光のフリッカ
ー型の偏移
［４］ＬＥＤ３００からの光の連続型の偏移
【００８１】
　フリッカー型および連続型の光の偏移の第１の著しいレベルは、１０パーセントである
。フリッカー型および連続型の光の偏移の第２の著しいレベルは、厄介なフリッカー型お
よび連続型の偏移を最小化する５パーセントである。光のフリッカーを計算する目的のた
めの輝度強度の測定はよく知られており、光源からの光を絶えず測定するために光電池を
利用し得る。
【００８２】
（３）ＬＥＤをドライブするための電流を制限する。
第２の伝導制御手段３７０はさらに、ＬＥＤ３００をドライブするための電流を適宜制限
し得る。第２の伝導制御手段３７０は、コンデンサとして実現された場合にこの機能を達
成し得、それは、蛍光ランプ電子安定器１２２の周波数よりも電源電力周波数でのほうが
はるかに大きいインピーダンスを提示する。電源電力周波数は、安定器周波数よりもはる
かに低く、それは、電源周波数が０～５００Ｈｚのレンジであるのに対して安定器周波数
が１０ｋＨｚ以上であるという事実からの当然の結果となる。
【００８３】
（４）ショックハザード保護の達成を可能にする。
第２の伝導制御手段３７０の別の可能な機能は、そのようなランプ１０２（図１～図４）
が設置者によって蛍光ランプ器具（たとえば、図１～図４の１００、１１５、１２０、ま
たは１３０）の中に挿入される際の潜在的に生命にかかわる電気ショックの危険の緩和を
可能にすることである。この目的のために、第２の伝導制御手段３７０は、上述の「（４
）ショックハザード保護の達成を可能にする」で始まり「可能な第２の伝導制御手段の機
能」のヘッディングで終わる段落において説明したように、第１の伝導制御手段３５０と
協働するように構成されている。
【００８４】
ショックハザード保護を提供すること－他の技法
図５、図１２～図１３、および図１４における第１および第２の伝導制御手段３５０およ
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び３７０に関するショックの危険の保護を可能にする上記可能な機能は、他の手法で実現
され得る。たとえば、第２の伝導制御手段３７０をコンデンサまたはスイッチとして実現
する代わりに、非隔離型ＬＥＤ電力供給、隔離型変圧器３８２（図８）又は隔離型ＬＥＤ
電力供給、たとえば２２０（図１１）よりもむしろ、隔離型ＬＥＤ電力供給、たとえば２
２０（図６）が使用され得る。本発明の教示から逸脱せずに、電源電力が任意の「露出し
た電力ピン」に到達することを防止する複数の手段を集約することもまた可能である。「
露出した電力ピン」は、第１および第２の伝導制御手段３５０および３７０に関しショッ
クハザード保護機能において上述したものと同一の意味を有する。
【００８５】
第１及び第２の伝導制御手段の実施態様１～１３の表による一覧表示
図１６は、第１及び第２の伝導制御手段の実施態様１～１３の表による一覧表示を示す。
表形式による一覧表示は、図５、図８～図９、図１２、図１３に示した第１回路１１０の
、隔離型または非隔離型タイプについての要求に関する欄を含む。表形式による一覧表示
における別の欄は、蛍光ランプ器具１００（図１）、１１５（図２）、１２０（図３）、
または１３０（図４）のどれが各々の実施態様に関連づけられるかを示す。さらなる欄は
、各々の実施態様について、そのような実施態様が、ＬＥＤランプ１０２の長さ方向にに
沿って１つの幅に亘った照明のためにそのようなＬＥＤに電力供給するという意味でＬＥ
Ｄを共有するかＬＥＤを共有しないかを示す。回路２００（図５）、３８０（図８）、３
９０（図９）、１２００（図１２）、１３００（図１２）は、第１および第２回路１１０
および１４０間でＬＥＤを共有し、回路１４００（図１４）は、第１および第２回路１１
０および１４０間でＬＥＤを共有しない。
【００８６】
実施態様１～１３
　図１６に示すすべての実施態様１～１３について、以下の第１の伝導制御機能が以下の
表に従って達成され得る。
【表１】

【００８７】
当該技術でよく知られているように、コンデンサ３５２はより一般的にはキャパシタンス
と呼ばれ得る。「キャパシタンス」というより一般的な用語は、所望のキャパシタンスを
達成するための複数のコンデンサの使用をカバーする。
【００８８】
図１６に示すすべての実施態様１～１３について、以下の第２の伝導制御機能が以下の表
に従って達成され得る。
【表２】

【００８９】
第１および第２の伝導制御手段３５０および３７０のショート回路３５２および３５８は
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、本明細書において使用される場合、「伝導制御手段」という句に含まれる。しかしなが
ら、ショート回路３５２および３５８の「制御」態様は、常に伝導性であるべきである。
これは、たとえば、二者択一的に伝導性および非伝導性であり得るスイッチの「制御」と
対照をなす。
【００９０】
さらに、第１の伝導制御手段３５０のショート回路３５２は、第２の電力ピン１２４と第
２回路１４０との間の伝導をイネーブルにするように意図される。同様に、第２の伝導制
御手段３７０のショート回路３５８は、第３の電力ピン１２４と第２回路１４０との間の
伝導をイネーブルにするように意図される。
【００９１】
すべての実施態様１～１３について、図１６における表による一覧表示が参照され、その
内容は必ずしもここで繰り返されるわけではない。すべての実施態様１～１３について、
蛍光ランプ器具への電源電力がオフにされた場合にのみランプの設置または除去が行われ
るべきであることを示す、製品パッケージ上の警告、等を提供することが所望される。
【００９２】
実施態様１～２および実施態様１１～１３は、第１および第２の電流伝導制御手段３５０
または３７０の可能な機能として上述されたショックの危険の保護を達成し得ない。これ
は、実施態様１、２および実施態様１１～１３が第１の伝導制御手段３５０をショート回
路３５８として実現するからである。したがって、これらの実施態様では、上述したよう
に、製品パッケージ上の警告、等を提供することが特に重要である。
【００９３】
その両方が図１４、図１６の回路１４００に関連する実施態様９および実施態様１０に関
し、第１および第２の伝導制御手段３５０および３７０の２つの可能な組み合わせを示す
。あるいは、図１４の第１および第２の伝導制御手段３５０および３７０が、例として、
図１６が実施態様５～８のために示したものと同一の手法で具体化され得る。
【００９４】
実施態様５～１０に関し、より費用のかからない非隔離型の第１回路１１０を使用するこ
とが好ましいが、より費用のかかる隔離された第１回路１１０もまた使用され得る。
【００９５】
図１１を参照すると、実施態様１１は、第１および第２の伝導制御手段３５０および３７
０をそれぞれショート回路３５８および３７２として実現する。すべての４つの電力ピン
１０４、１０６、１２４、および１２６に電源電力を供給する蛍光ランプ器具１１５（図
２）を回避することによって、かつ、隔離型タイプの第１回路１１０を作成することによ
って、以下の利点が達成される。すなわち、上述のように、フリッカー現象と連続的干渉
の両方について、第１回路１１０への第２回路１４０による不干渉が達成される。
【００９６】
実施態様１２は、以下の利点、すなわち、第１回路１１０への第２回路１４０による不干
渉を達成するために、隔離型タイプの第１回路１１０を使用し、すべての４つの電力ピン
１０４、１０６、１２４、および１２６に電源電力を供給する蛍光ランプ器具１１５（図
２）の使用を回避する。
【００９７】
実施態様１３では、第１および第２の伝導制御手段３５０および３７０がそれぞれショー
ト回路３５８および３７２として実現されるが、以下の利点、すなわち、第１回路１１０
への第２回路１４０による不干渉を達成するために、ＬＥＤランプ１０２の長さ方向に沿
った１つの幅に亘る照明のためにそのようなＬＥＤに電力供給するという意味でのＬＥＤ
の非共有に依拠する。
【００９８】
図１６を参照すると、スイッチ３４４および３７６は、さまざまな形態で実現されること
ができ、それらは、機械的なスイッチを構成し得、両方のスイッチを使用する実施態様８
では、１つのスイッチの制御が両方のスイッチを制御するように、点線４００によって示
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すごとく、スイッチが互いに機械的に結合することが好ましい。このタイプの機械的なス
イッチは、双極単投スイッチとして知られている。スイッチ３５４および３７６は、ある
いは、たとえば、通電していない場合には無誘導状態である、ＦＥＴのような電子スイッ
チとして構成され得る。
【００９９】
安全性のために、第１または第２の伝導制御３５０または３７０を実現するために使用さ
れる任意のスイッチは、開状態または無誘導状態で設置者に提供されることが所望される
。設置者が、ランプが蛍光ランプ器具１００（図１）または１１５（図２）のいずれかの
中に設置されることを確認すると、スイッチは開いたままにされるべきである。対照的に
、設置者が、ランプが蛍光ランプ器具１２０（図３）または１３０（図４）のいずれかの
中に設置されることを確認するのなら、スイッチは閉じられるべきである。
【０１００】
図１６に示されたキャパシタ３５２及び３７４は、図５の回路２００のＬＥＤ３００が、
図６又は図７のいずれかに示すように実現されたときは、これらの図について上述したよ
うに、そのサイズとコストを下げることができる。
【０１０１】
以下は、本明細書および図面において使用された参照番号および関連づけられたパーツの
リストである。
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【表３】
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【０１０２】
上記は、既存の蛍光ランプ器具の中にレトロフィットする（retrofit:組み込む）ことが
でき、ランプ器具に関連づけられた既存の蛍光ランプ電子安定器からの、ならびに、ある
いは電力電源から直接の、デュアルモード動作を有するＬＥＤランプを説明する。有利に
、ＬＥＤランプは、電力電源から直接電力を供給するように配線された器具の中にそのよ
うなランプが配置される際の潜在的な生命にかかわる電気ショックの危険を緩和するよう
に構成され得る。本発明のランプのいくつかの実施形態は、ランプ設置者へのショックの
暴露に対し追加の保護を提供するように構成される。
【０１０３】
特許請求の範囲は、好ましい実施形態および例によって限定されるべきではなく、総じて
、書かれた説明と一致する最も広い解釈を付与されるべきである。
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【図１５】 【図１６】
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